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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
口腔インプラント治療の臨床成練は,インプラント体に粗造な表面性状を与えること
により,以前に比べ格段に向上されたが,いまだインプラント体の除去といった失敗が
わずかながら存在し,その失敗は患者に多大な損失を与えている.しかし,これら粗造
な表面性状を有するインプラント体の失敗に影響を与えるリスク要因については十分な
検討がなされていない.さらに近年,インプラント体個々を対象とする従来の多変量解
析に加え,同一対象の類似性を加味できる一般化推定方程式 (GEE)が開発され,より
患者が持つ個体リスクを考慮した検討が実現できるようになった.
本研究では,岡山大学病院補綴科 (クラウンブリッジ)にて口腔インプラント治療を
受けた全患者393名,インプラント体1062本を対象に,粗造なインプラント体の予後調
査をITT解析により行い,さらにインプラント体脱落に関するリスク要因の検討をオッ
セオインテグレー ションの獲得と維持にわけ,ロジスティック回帰分析やCoxの比例ハ
ザードモデルならびにGEE法を用いて行った.
その結果,オッセオインチグレーシヲン獲得率は98･5%,上部構造装着後の10年累積
オッセオインテグレー ション維持率は94.0%であった.そして,オッセオインテグレー
ション獲得に影響を及ぼすリスク要因として,ロジスティック回帰分析およびGEE法両
者により ｢インプラント体埋入時に喫煙習慣があること｣が同定された.また,オッセ
オインテグレーション維持に影響を及ぼすリスク要因として,Coxの比例ハザードモデ
ルにより ｢上部構造が患者可撤式であること｣のみが同定されが,GEE法を併用するこ
とで ｢喫煙習慣があること｣が追加された.
本研究は,後ろ向き研兎ではあるが,厳密な研究デザインにより遂行された全数調査
であり,患者の臨床決断を促す最新の臨床エビデンスと提供し得たといえる.そして,
従来の多変量解析に加え,GEE法を用いて多角的に口腔インプラント脱落のリスク要因
の検討を行っており,インプラント体個々を独立した対象として扱っている従来の報告
をさらに検証したものとなっている.Lまた,本研究で用いた手法は,同一患者内に複数
の対象を含むことが多い歯科臨床研究において,示唆に富む研究デザインであると考え
る.よって本論文は博士 (歯学)の学位授与に十分値するもとの判断した.
